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論文の内容の要旨
近年の液品ディスプレイをはじめとする画像表示装置の高解像度化には目覚ましい進歩があるが、他方で
は、商像データの大容量化によるデータ量の問題、低解像度コンテンツの再利用の問題等が発生しているO
これらを解決するため、低解像度の廊像データを高解像度化する画像拡大処理技術が精力的に研究されてい
る。当該論文では、実際の産業応用の現場において、「画像の加工には、コストと画質の観点から高周波成
分が減衰する平均画素法が頻繁に利用されているjことに注呂し、平均画素法で縮小された画像データを対
象とする拡大方式を「幾何学と信号処理jの両側面から検討し、各々の方式の有効性を数値実験により検証
している。
第一に、画像庄縮の分野で研究されてきた「幾何的発想に基づき画像ブロックの平均値を保存しつつ子ブ
ロックの値を推定する交流成分予測Jに基づく方式を検討し、次の結果を得ている。(1)従来の交流成分予
測から並列実装可能かつ任意倍率での拡大ができる予測式を再構成し、画品質の数値評価と主観評価による
有効性の検証を行った。 (2)その l係数族を導き広義単調性を磁像曲面に仮定することで、係数に応じた予
測性能の依存性を解析した。 (3)上記方式に生じる画像輪郭近傍のオーバー・アンダーシュートによる画品
質劣化問題に対し、隣接ブロックの情報を用いて適応的に予測量を制御し、歪みを除去する方式を構成した。
(4)平均値保存型フィルタの周波数伝達関数と理想ローパスフィルタとの誤差を最小とする最適係数値の関
数を導出し、画像の周波数特性に依存する最適係数値の変化を考察した。
第二に、信号処理における理想フィルタの導出方法に沿って、画像データの高周波成分減衰を考慮した理
想フィルタを新たに導出し、 Lanczosフィルタを用いた実装方式を構成した。また、数値実験により、その
有効性を示した。
審査の結果の要旨
当該学位論文においては、「画像平面上での幾何学的考察に基づく平均値保存型フィル夕方式Jと「周波
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数空間上での伝達関数の考察に基づく LA1ぜczosフィルタの改良方式Jの両者を検討し、提案しているが、
これらの間の厳密な関数の関連性については解析結果が提示されていなし」特に、前者の周波数空間におけ
る理想フィルタを導出し、それが後者の理想フィルタといかなる関係にあるのかを考察する事は、今後の重
要な課題となる。
平成 25年 1月31B、システム情報工学研究科において、学位論文審査委員の全員出滞のもと、著者に論
文について説明を求め、関連事項につき質疑応答を行った。その結果、学位論文審査委員全員によって、合
格と判定された。
上記の学位論文審査ならびに最終試験の結果に基づき、著者は博士(工学)の学位を受けるに十分な資格
を有するものと認める。
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